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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、エニグマタンパク質ファミリーのメンバーをコードしています。このタンパク質は、2つのタンパク質相互作用ドメイン、すなわちアミノ末端に1つのPDZドメイン、カルボキシル末端に1～3つのLIMドメインを有しています。細胞質タンパク質であり、細胞骨格と結合しています。このタンパク質は、他のLIM相互作用タンパク質を細胞骨格へ輸送するためのアダプターとして機能する可能性があります。この遺伝子に関連する擬似遺伝子は、3番染色体、14番染色体、および17番染色体に位置する。[RefSeq提供、2012年10月],機能：細胞骨格タンパク質。他のタンパク質（キナーゼなど）を細胞骨格へ運ぶアダプターとして機能する可能性がある。,類似性：LIM亜鉛結合ドメインを1つ含む。,類似性：PDZ（DHR）ドメインを1つ含む。,細胞内局在：アクチンストレスファイバーと関連する。,サブユニット：α-アクチニン1、2、および4と相互作用する。,組織特異性：心臓および骨格筋で強く発現し、脾臓、小腸、結腸、胎盤、および肺で中等度の発現を示す。肝臓、胸腺、腎臓、前立腺、および膵臓では低レベルの発現が認められ、脳、精巣、卵巣、および末梢血白血球では認められない。,
	研究分野
	エピジェネティクスと核シグナル伝達
	画像データ
	

	PDLIM1抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PDLIM1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト心臓組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	PDLIM1抗体を用いたJurkat細胞、COLO205細胞、293細胞、HepG2細胞、およびHUVEC細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CLP36ポリクローナル抗体を1：1000に希釈して様々な細胞をウェスタンブロット分析した。
	

	CLP36ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いたK562細胞のウェスタンブロット解析

